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岩国城物語

］ 
岩国藩は、周防国（現在の山口県東部）岩国周辺を領有した外様であるが、岩国藩が正式に成立したのは、慶応4年 (1868年）3月、

吉川経幹が、諸候に列せられてからである。しかし、その起こりは吉川広家が慶長5年 (1600年）岩国3ガ石を与えられたときに始まる。

城下町は、横山、錦見地区を藩の中心として、城山山頂に城を築き、山麓に政務を執るための居館を構えて重臣を住まわせ、対岸の

錦見地区に大半の家臣、町人の居住区を設けた。

岩国城は、吉川広家によって策城されたもので、慶長8年 (1603年）年起工し、同13年 (1608年）に竣工した。

城は、錦川を外堀に見立て、山上に城を簗き、その南麓に御土居（後に御館）と呼ばれる領主の館を構え、その両方を合わせて岩国城

を構成した。

しかし、完成して7年後の元和元年 (1615年）、江戸幕府の「一国一城令」により、岩国城は、廃城となり、以後山麓の居館で藩政が

行われた。

岩国城は徹底的に破壊されており、特に西側（山陽道側）の石垣は、往時の姿が想像もできないほど破却されている。

これらは、寛永15年 (1638年）3月13B、吉川広正宛て巽g秀就書状に見られるように、元和の一国一城令に続いて、徳川幕府力翌と

原の乱の後、古城の石垣をさらに破却させたことによるものであろう。ただ、東側の石垣は崩されず、そのまま残っている。

現在の天守は、昭和37年 (1962年）に、錦帯橋付近からの景観を考えて、残存していた図面（断面図のみ）をもとに本来の天守の位

置より約50m南に、復元されたものである。

岩国藩歴代藩主一覧

代 蕃主名 治世期間 西暦 代 藩主名 治世期間 西暦

1 
きっかわひろいえ

I 
慶長5~| 1600~ 8 

きっかわつねただ | 寛政 4~ 1792~ 

+: 
吉川広家 頑 2 I 1616 吉川経忠、 享和 3 1803 

2 
ひろまさ | 元和 2~ 1616~ 9 つねかた | 享和 3~ 1803~ 

II 広正 窪文 3 J663 ■ II 経賢 文化 4 1807 

3 
ひろよし l 寛文 3~ 1663~ 10 

つねひろ | 文化 4~ 1807~ 
II 広嘉 延宝7 1679 ／， 経礼 天保 7 1836 

4 
ひろのり l 延宝7~ 1679~ 

11 
つねあきら | 天保 7~ 1836~ ，， 広紀 元禄 9 1696 ” 経章 天保 14 1843 

5 
ひろみち ［ 元禄 9~ 1696~ 12 つねまさ | 弘化元～ ＇ 1844~ 

” 広逹 正徳5 1715 ” 経幹 明治元 1868 

6 
つねなが l 正徳5~ 1715~ 1 3 

つねたけ | 明治 2~ 1869~ ，， 経永 明和元 1764 ” 経健 明治 4 1871 

7 
つねとも I -明-和釦元～ 1764~ 

＂ 経倫 寛政 4 1792 城山は岩国自然休養林
～美しく豊かな森林を未来へ～

（ 観光インフォメーション ］

錦帯橋入橋料 大人500円I」\fi250円1 錦帯橋•ロ ープウエー•岩国城

11 350円 II 200円 I
ff(0827)41-1477 

岩国城入場料 （一社）岩国市観光協会

ロープウエー （往復） 11 900円 II 400円 ft (0827) 41-2037 
岩国市観光振興課

＊上記セット券 "1,550円 "700円 ff(0827)29-5116 

岩国城／9時～16時45分（入場は16時30分まで）
ロ ープウエー運行時間／9時～17時 (15分こ＇と）

※注 岩国城はロープウエーの点検日、休館
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